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該当

事業の目的 最終的 学校ＩＣＴ機器を整備します。 今年度 グループウェア庁内システムを導入します。

活動内容
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課　　名 学校教育課 係　　名 学事係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

校務支援システムの構築

グループウェア庁内システムの導入

ＰＣセキュリティ強化機器の導入

成果指標

公的関与

089-964-4420 メールアドレス gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（３）確かな学力を育てる教育の推進

事業区分

事業の対象 小・中学校児童、生徒、教職員 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 学校教育の充実

024 1071 事務事業名 学校ＩＣＴ整備事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない。
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予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 565 15,288

計(Ａ) 0 565 15,288

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.200 1,193 0.200 1,202

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 1,758 16,490
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一次評価者 学事係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

ＩＣＴ環境は年々変化を続けており、文部科学省が推奨するＩＣＴ環境整備には多額の費用を要し、学校施設が老朽化し整備費用が必要な中、
財政的な負担が問題となっています。

効率性
校務支援システムの導入に伴う児童生徒情報の電子化や一元管理により、学校事務の効率化が図れます。また、グループウェア庁内システムの
導入により、学校や教師間の連絡のペーパーレス化や迅速化が図れます。

改　革
計　画

老朽化した電子黒板の更新やＯＳのサポートが終了するＰＣの更改を中心に、文部科学省が推奨するＩＣＴ環境に向け、順次整備していきます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

文部科学省のICT整備目標に向けて、年次計画により各学校のICT環境を整備するとともに、リース期間が終了となったパソコンの更
改時には、タブレット型端末機器を配備し情報活用能力の向上を図るよう努めてください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

校務支援システムやグループウェア庁内システムの導入は、文部科学省からの通知に基づき、近隣市町も多く導入しており、個人情報保護の観
点からも、ＩＣＴ整備は必要です。

有効性
ＩＣＴ整備については、個人情報の保護、教職員の負担軽減、学校、教職員間の情報共有を図ることができ、またシステム整備に伴う職員の負担
軽減により生じた余剰労力を、児童生徒との時間共有や学力向上に費やすなど、有効に活用することができます。

達成度
校務支援システムやグループウェア庁内システムの導入による事務の効率化や、ＰＣセキュリティ機器の導入により概ね目標を達成しています。
今後は、ＩＣＴ環境の取り巻く状況を勘案しながら、適切に対応したいと考えています。

必要性


